
(57)【要約】

【課題】最小限の動力損失で、チャージ回路および補助

回路の両方の圧力要求値を満たすことができるチャージ

ポンプを提供する。

【解決手段】チャージ回路および補助回路の両方の圧力

要求値を満たすことができる２つの独立的な出口を有す

るチャージポンプが提供される。チャージポンプは、少

なくとも１つの入口と、互いに独立的な２つの出口とを

有する多重ローラベーンポンプである。第１出口は、チ

ャージ回路と流体連通し、第２出口は、補助回路と流体

連通している。２つの出口は互いに独立しているため、

ローラベーンポンプは、チャージ回路および補助回路の

両方の圧力要求値を独立的に満たすことができる。２つ

の出口は、互いに直径方向に向き合っているのが好まし

く、それにより、駆動軸にかかる負荷は減少する。ロー

ラベーンポンプは、第１入口とは独立した第２入口を有

しているのがよい。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 流 体 圧 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 こ の 流 体 圧 シ ス テ ム と 流 体 連 通 し て 、 駆 動 軸 に よ っ て 駆 動 さ れ る 静 水 圧 ポ ン プ と 、
　 前 記 流 体 圧 シ ス テ ム と 流 体 連 通 し て い る 入 口 、 お よ び 第 １ お よ び 第 ２ 出 口 を 有 し 、 か つ
　 前 記 駆 動 軸 に よ っ て 駆 動 さ れ る チ ャ ー ジ ポ ン プ と 、
　 前 記 第 １ 出 口 と 流 体 連 通 し て い る チ ャ ー ジ 回 路 と 、
　 前 記 第 ２ 出 口 と 流 体 連 通 し て い る 補 助 回 路 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 出 口 は 、 互 い に 独 立 し て い る 流 体 圧 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 チ ャ ー ジ ポ ン プ は 、 多 重 ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 流 体 圧 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 流 体 圧 シ ス テ ム 用 の ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ で あ っ て 、
　 前 記 流 体 圧 シ ス テ ム と 流 体 連 通 し て い る 入 口 と 、
　 第 １ 流 体 圧 回 路 と 流 体 連 通 し て い る 第 １ 出 口 と 、
　 第 ２ 流 体 圧 回 路 と 流 体 連 通 し て い る 第 ２ 出 口 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 出 口 は 、 互 い に 独 立 し て い る ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 静 水 圧 チ ャ ー ジ ポ ン プ に 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補 助 回 路 の 両 方 の 圧 力 要 求 値
を 満 た す こ と が で き る 、 ２ つ の 独 立 的 な 出 口 を 有 す る チ ャ ー ジ ポ ン プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 流 体 圧 シ ス テ ム は 、 チ ャ ー ジ 回 路 、 お よ び 器 具 ま た は 補 助 回 路 の 両 方 の 流 量 要 求 値 を 満
た す た め に 、 共 通 の 流 体 源 を 使 用 す る こ と が 多 い 。 し か し 、 両 方 の 回 路 の 流 量 の 要 求 値 を
満 た す こ と は 、 往 々 に し て 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 あ る 公 知 の 構 成 で は 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ は 、 チ ャ ー ジ 回 路 に 圧 力 を 送 る 前 に 、 補 助 回 路 に
圧 力 を 供 給 す る 。 し か し 、 ポ ン プ が 両 方 の 回 路 の 要 求 値 を 満 た す こ と が で き な い 場 合 、 チ
ャ ー ジ 回 路 の 低 い 圧 力 レ ベ ル に よ り 、 静 水 圧 ポ ン プ が 故 障 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 他 の 公 知 の 構 成 で は 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ は 、 最 初 に チ ャ ー ジ 回 路 に 圧 力 を 与 え て か ら 、 次
に 補 助 回 路 に 与 え る 。 し か し 、 こ の 構 成 で は 、 チ ャ ー ジ 回 路 の 圧 力 を 、 補 助 回 路 の 圧 力 要
求 値 と 関 連 さ せ て 、 上 昇 お よ び 降 下 さ せ る こ と が 多 く 、 そ の た め 、 静 水 圧 ポ ン プ に か か る
負 荷 が 増 大 す る と と も に 、 静 水 圧 動 力 損 失 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 チ ャ ー ジ 圧 力 プ ラ イ オ リ テ ィ 弁 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 問 題 を 解 決 し よ う と し た 従 来
技 術 が あ る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 こ の 弁 を 使 用 す る に は 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ 出 口 に お け る 圧 力 が 、 常 に 補 助 回 路 用
に 設 定 さ れ て い る 必 要 が あ る 。 プ ラ イ オ リ テ ィ 弁 を 使 用 す る こ と に よ り 、 静 水 圧 ポ ン プ の
故 障 ま た は 破 損 は 防 止 さ れ る が 、 こ れ に 欠 点 が な い わ け で は な い 。 す な わ ち 、 補 助 回 路 要
求 値 か ら 、 チ ャ ー ジ 回 路 の 要 求 値 ま で の 圧 力 降 下 の た め 、 プ ラ イ オ リ テ ィ 弁 の 使 用 に 付 随
し て 、 相 当 な 動 力 損 失 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， １ ６ ５ ， ２ ３ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 最 小 限 の 動 力 損 失 で 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補 助 回 路 の 両 方 の 圧
力 要 求 値 を 満 た す こ と が で き る チ ャ ー ジ ポ ン プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 ２ つ の 独 立 的 な 吐 出 出 口 を 使 用 し て 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補 助 回
路 の 両 方 の 圧 力 要 求 値 を 満 た す こ と が で き る チ ャ ー ジ ポ ン プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 お よ び 他 の 目 的 は 、 以 下 の 説 明 に よ り 、 当 業 者 に は 明 ら か に な る と 思 う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補 助 回 路 の 両 方 の 圧 力 要 求 値 を 満 た す こ と が で き る 、 ２
つ の 独 立 的 な 出 口 を 有 す る チ ャ ー ジ ポ ン プ を 対 象 と し て い る 。 こ の チ ャ ー ジ ポ ン プ は 、 少
な く と も １ つ の 入 口 と 、 互 い に 独 立 的 な ２ つ の 出 口 と を 有 す る 多 重 ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ で
あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 出 口 は 、 チ ャ ー ジ 回 路 と 流 体 連 通 し 、 第 ２ 出 口 は 、 補 助 回 路 と 流 体 連 通 し て い る 。
２ つ の 出 口 は 、 互 い に 独 立 し て い る た め 、 ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ は 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補
助 回 路 の 両 方 の 圧 力 要 求 値 を 独 立 的 に 満 た す こ と が で き る 。 ２ つ の 出 口 は 、 互 い に 直 径 方
向 に 向 き 合 っ て い る の が 好 ま し い 。 そ れ に よ り 、 駆 動 軸 に か か る 負 荷 は 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ロ ー ラ ベ ー ン ポ ン プ は 、 第 １ 入 口 か ら 独 立 し た 第 ２ 入 口 を 有 し て い て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に は 、 共 に 駆 動 軸 １ ６ に よ っ て 駆 動 さ れ る 静 水 圧 ポ ン プ １ ２ 、 お よ び チ ャ ー ジ ポ ン
プ １ ４ を 有 す る 流 体 圧 シ ス テ ム １ ０ が 示 さ れ て い る 。 チ ャ ー ジ ポ ン プ １ ４ は 、 流 体 入 口 １
８ 、 チ ャ ー ジ 回 路 ２ ２ に 供 給 す る チ ャ ー ジ 出 口 ２ ０ 、 補 助 回 路 ２ ６ に 供 給 す る 補 助 出 口 ２
４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 チ ャ ー ジ 回 路 ２ ２ は 、 １ 対 の ク ロ ス チ ェ ッ ク 弁 ２ ８ を 有 す る 。 補 助 回 路 ２ ６ は 、 補 助 流
を ポ ン プ ケ ー ス に 戻 す 器 具 リ リ ー フ 弁 ３ ０ と 、 補 助 流 を 送 っ て 熱 交 換 器 ３ ４ に 流 す 器 具 弁
３ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 出 口 ２ ０ お よ び ２ ４ は 、 互 い に 独 立 し て お り 、 そ の た め 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ １ ４ は 、 あ る
圧 力 の 作 動 液 を チ ャ ー ジ 回 路 ２ ２ に 、 別 の 圧 力 の 作 動 液 を 補 助 回 路 ２ ６ に 送 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 チ ャ ー ジ 出 口 ２ ０ お よ び 補 助 出 口 ２ ４ を 、 図 １ に 示 す よ う に 、 約 ９ ０ ° ず ら し て 配 置 し
て も よ い 。 こ れ に 変 わ り 、 出 口 ２ ０ お よ び ２ ４ を 直 径 方 向 に 向 き 合 わ せ 、 す な わ ち 、 約 １
８ ０ ° ず ら し て も よ い 。 出 口 ２ ０ お よ び ２ ４ を 、 直 径 方 向 に 向 き 合 わ せ た と き 、 流 体 圧 ポ
ン プ 軸 １ ６ に か か る 負 荷 は 最 小 と な る 。 さ ら に ポ ン プ １ ４ は 、 入 口 １ ８ か ら 独 立 し た 第 ２
入 口 （ 図 示 せ ず ） を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 チ ャ ー ジ ポ ン プ １ ４ は 、 好 ま し く は ベ ー ン ３ ６ を 備 え る 多 重 ロ ー ラ
ベ ー ン ポ ン プ で あ る 。 ポ ン プ １ ４ は 、 吸 い 込 み 領 域 ３ ８ 、 第 １ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ０ 、 第 １ 圧
力 領 域 ４ ２ 、 第 ２ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ４ 、 第 ２ 圧 力 領 域 ４ ６ お よ び 第 ３ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ８ を 有
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ポ ン プ 入 口 １ ８ は 、 吸 い 込 み 領 域 ３ ８ と 流 体 連 通 し て お り 、 チ ャ ー ジ 出 口 ２ ０ は 、 第 １
圧 力 領 域 ４ ２ と 流 体 連 通 し て お り 、 補 助 出 口 ２ ４ は 、 第 ２ 圧 力 領 域 ４ ６ と 流 体 連 通 し て い
る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 配 置 構 成 で は 、 出 口 ２ ０ お よ び ２ ４ は 、 約 ９ ０ ° ず れ て い る 。 吸 い 込 み 領 域
３ ８ を 小 さ く し 、 第 ２ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ４ を 大 き く し て 、 出 口 ２ ０ お よ び ２ ４ を 、 直 径 方 向
に 向 き 合 わ せ 、 す な わ ち 、 約 １ ８ ０ ° ず ら し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 作 動 時 、 ポ ン プ １ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る 。 ポ ン プ １ ４ の ベ
ー ン ３ ６ が 、 吸 い 込 み 領 域 ３ ８ 内 を 掃 引 す る と き 、 作 動 液 が 入 口 １ ８ か ら 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ベ ー ン ３ ６ が 、 第 １ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ８ を 通 過 す る と き 、 作 動 液 の 体 積 が 、 入 口 圧 力 か ら
領 域 ４ ２ 内 の 圧 力 に 遷 移 さ れ る 。 領 域 ４ ２ に お い て 、 ロ ー ラ は 、 チ ャ ー ジ 回 路 ２ ２ の 流 量
要 求 値 を 実 現 す る よ う に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ベ ー ン ３ ６ が 、 第 ２ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ４ 内 を 掃 引 す る と き 、 作 動 液 は 、 領 域 ４ ６ の 圧 力 に
遷 移 さ れ る 。 領 域 ４ ６ に お い て 、 ロ ー ラ は 、 補 助 回 路 ２ ６ の 流 量 要 求 値 を 実 現 す る よ う に
変 位 す る 。 ベ ー ン ３ ６ は 、 さ ら に 第 ３ ド ウ ェ ル 領 域 ４ ８ 内 を 掃 引 し て 、 新 た な 全 サ イ ク ル
用 に ポ ン プ １ ４ を 準 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ポ ン プ １ ４ 内 の さ ま ざ ま な 領 域 の 配 置 を 変 更 し 、 そ れ に よ っ て 、 チ ャ ー ジ 回 路 ２ ２ お よ
び 補 助 回 路 ２ ６ の 両 方 の 特 定 の 変 位 要 求 値 を 達 成 し て も よ い 。 し た が っ て 、 チ ャ ー ジ お よ
び 補 助 回 路 の 圧 力 、 お よ び 流 量 要 求 を 組 み 合 わ せ た こ と に よ り 、 ポ ン プ １ ４ が 各 サ イ ク ル
を 通 過 す る と き 、 過 大 な 動 力 損 失 が 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 ２ つ の 独 立 的 な 出 口 を 有 す る チ ャ ー ジ ポ ン プ を 使 用 す る こ と に
よ り 、 動 力 損 失 を 最 小 限 に し な が ら 、 チ ャ ー ジ 回 路 お よ び 補 助 回 路 の 両 方 の 圧 力 要 求 値 を
満 た す こ と が わ か る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 流 体 圧 シ ス テ ム の プ ロ セ ス お よ び 器 具 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ロ ー ラ ベ ー ン チ ャ ー ジ ポ ン プ の サ イ ク ル 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 　 流 体 圧 シ ス テ ム
　 １ ２ 　 静 水 圧 ポ ン プ
　 １ ４ 　 チ ャ ー ジ ポ ン プ
　 １ ６ 　 駆 動 軸
　 １ ８ 　 流 体 入 口
　 ２ ０ 　 チ ャ ー ジ 出 口
　 ２ ２ 　 チ ャ ー ジ 回 路
　 ２ ４ 　 補 助 出 口
　 ２ ６ 　 補 助 回 路
　 ２ ８ 　 ク ロ ス チ ェ ッ ク 弁
　 ３ ０ 　 器 具 リ リ ー フ 弁
　 ３ ２ 　 器 具 弁
　 ３ ４ 　 熱 交 換 器
　 ３ ６ 　 ベ ー ン
　 ３ ８ 　 吸 い 込 み 領 域
　 ４ ０ 　 第 １ ド ウ ェ ル 領 域
　 ４ ２ 　 第 １ 圧 力 領 域
　 ４ ４ 　 第 ２ ド ウ ェ ル 領 域
　 ４ ６ 　 第 ２ 圧 力 領 域
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　 ４ ８ 　 第 ３ ド ウ ェ ル 領 域

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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